
- 121 -

むつ市議会第２２５回定例会会議録 第５号

平成２７年９月１０日（木曜日）午前１０時開議議事日程 第５号

◎諸般の報告

【議案質疑、委員会付託、一部採決】

第１ 議案第54号 むつ市工場立地法の規定に基づく準則を定める条例

第２ 議案第55号 むつ市個人情報保護条例の一部を改正する条例

第３ 議案第56号 むつ市手数料条例の一部を改正する条例

第４ 議案第57号 むつ市営スキー場条例の一部を改正する条例

第５ 議案第58号 新たに生じた土地の確認について

第６ 議案第59号 新たに生じた土地の字名について

第７ 議案第60号 新たに生じた土地の確認について

第８ 議案第61号 新たに生じた土地の字名について

第９ 議案第62号 財産の減額譲渡について

（工場建設を計画する企業に対して市有地を減額譲渡するためのもの）

第10 議案第63号 和解及び損害賠償の額を定めることについて

第11 議案第64号 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を求めることについて

第12 議案第65号 平成27年度むつ市一般会計補正予算

第13 議案第66号 平成27年度むつ市介護保険特別会計補正予算

第14 議案第67号 平成26年度むつ市一般会計歳入歳出決算

第15 議案第68号 平成26年度むつ市国民健康保険特別会計歳入歳出決算

第16 議案第69号 平成26年度むつ市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

第17 議案第70号 平成26年度むつ市下水道事業特別会計歳入歳出決算

第18 議案第71号 平成26年度むつ市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算

第19 議案第72号 平成26年度むつ市介護保険特別会計歳入歳出決算

第20 議案第73号 平成26年度むつ市魚市場事業特別会計歳入歳出決算

第21 議案第74号 平成26年度むつ市水道事業会計利益剰余金の処分について

第22 議案第75号 平成26年度むつ市水道事業会計決算

第23 議案第76号 工事請負契約について

（大畑町魚市場建設第１期工事に係る工事請負契約を締結するためのもの）

第24 議案第77号 定住自立圏形成協定の締結について（大間町）

（大間町との間において、定住自立圏の形成に関し必要な事項を定めるため、定住自立

圏形成協定を締結するもの）

第25 議案第78号 定住自立圏形成協定の締結について（東通村）

（東通村との間において、定住自立圏の形成に関し必要な事項を定めるため、定住自立
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圏形成協定を締結するもの）

第26 議案第79号 定住自立圏形成協定の締結について（風間浦村）

（風間浦村との間において、定住自立圏の形成に関し必要な事項を定めるため、定住自

立圏形成協定を締結するもの）

第27 議案第80号 定住自立圏形成協定の締結について（佐井村）

（佐井村との間において、定住自立圏の形成に関し必要な事項を定めるため、定住自立

圏形成協定を締結するもの）

第28 報告第26号 平成26年度むつ市一般会計継続費精算報告書

第29 報告第29号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第30 報告第30号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第31 報告第31号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第32 報告第32号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第33 報告第33号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第34 報告第34号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成27年度むつ市一般会計補正予算）

第35 報告第35号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（平成27年度むつ市一般会計補正予算）

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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出席議員（２５人）

２番 横 垣 成 年 ３番 工 藤 孝 夫

４番 佐 々 木 肇 ５番 川 下 八 十 美

６番 目 時 睦 男 ７番 村 川 壽 司
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１６番 半 田 義 秋 １７番 村 中 徹 也
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欠席議員（なし）
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財 務 部 長 石 野 了 民 生 部 長 柳 谷 孝 志
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会 計脇 野 沢 管 理 者庁 舎 所 長 総 務脇 野 沢 白 尾 芳 春 鹿 内 徹政 策 部庁 舎 理 事管 理 課 長 出 納 室 長

監 査 委 員
選 挙 管 理 事 務 局 長
委 員 会 杉 山 重 行 監 査 委 員 竹 山 清 信
事 務 局 長 事 務 局

次 長
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農 業
委 員 会 工 藤 初 男 教 育 部 長 古 川 俊 子
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財 務 部 民 生 部
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推 進 監 推 進 監

経 済 部 建 設 部
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総 務
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総 括 主 幹 ジオパーク

推 進 室 長

財 務 部 民 生 部吉 田 真 坂 野 か づ み財 務 課 長 市 民 課 長

建 設 部経 済 部 建 築産 業 創 造 吉 田 和 久 小 笠 原 洋 一住 宅 課課 長 総 括 主 幹

総 務 総 務
政 策 部 政 策 部杉 澤 一 徳 栗 橋 恒 平総 務 課 総 務 課
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事務局職員出席者

事 務 局 長 栁 田 諭 次 長 濱 田 賢 一

総 括 主 幹 佐 藤 孝 悦 主 幹 小 林 睦 子

主 任 主 査 村 口 一 也 主 事 山 本 翼
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（山本留義） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は24人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（山本留義） 議事に入る前に諸般の報告を

行います。

けさほど市長から、今定例会に提出されており

ます平成26年度むつ市下水道事業特別会計歳入歳

出決算書の一部に誤謬訂正がありましたので、お

手元に配布しております。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（山本留義） 本日の会議は議事日程第５号

により議事を進めます。

◎日程第１～日程第35 議案質疑、委

員会付託、一部採決

◇議案第５４号

〇議長（山本留義） 日程第１ 議案第54号 むつ

市工場立地法の規定に基づく準則を定める条例を

議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第54号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第54号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第５５号

〇議長（山本留義） 次は、日程第２ 議案第55号

むつ市個人情報保護条例の一部を改正する条例を

議題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第55号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第55号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第５６号

〇議長（山本留義） 次は、日程第３ 議案第56号

むつ市手数料条例の一部を改正する条例を議題と

いたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） ３点ほどよろしくお願いしま

す。

まず、これ再交付の手数料というものが１枚に

つき800円とか500円取られるということでありま

すが、これは再交付ということですから、本人が

紛失したなどの理由で再交付ということなのかと

いうのをお聞きしたいと思います。それとも、例

えば２枚本人が欲しいのだというときの再交付も

可能なのかということを聞きたい。そして、この

条例においては、私なかなかわかりませんから、

再交付というのを想定している事例というのはど

ういう場合なのかをお聞きしたいと思います。

また、２点目でありますが、紛失した場合、紛
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失の再交付の理由というのはさまざまあると思う

、 、のですが 本人の責任でなくてもなくしてしまう

例えば火災だとかいろんな場合があるのですが、

どんな理由でも手数料というのは取られるのか。

例えばこういう場合は免除して無料交付というの

はないのかどうかです。

あと３点目ですが、盗まれたという場合の紛失

で再交付を申請するという場合があると思うので

すが、そういうふうな場合はどういうふうになる

のかをお聞きしたいと思います。例えばクレジッ

トカード、これを紛失した場合は、普通はただち

に警察に届けて、その番号を使用できなくなる、

そういう手続を皆さんすると思うのですが、この

ような盗まれた場合は、個人カードだとか番号カ

ードの場合はどういうふうになるのかというのを

。 。お聞きしたいと思います よろしくお願いします

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（柳谷孝志） 横垣議員のお尋ねにお答

えいたします。

お尋ねの１点目であります再交付手数料が発生

する事例でありますが、通知カード、個人番号カ

ードとも、本人が紛失や焼失、または著しく損傷

した場合となります。また、通知カードも個人番

号カードとも国民一人一人の固有の番号を付して

、 。いるため 同時に２枚交付することはできません

、 、 、次に お尋ねの２点目 紛失の再交付の理由が

例えば盗難などご本人の責任でない場合の手数料

についてでありますが、そのような場合は運転免

許証、パスポート、住民基本台帳カード同様、通

知カード、個人番号カードとも再交付手数料が発

生いたします。ただし、市町村や委託先の地方公

共団体情報システム機構、いわゆるＪ―ＬＩＳの

ミスによるものや、カードの追記欄の余白がなく

なり返納した場合等は、手数料は発生いたしませ

ん。

お尋ねの３点目、カード紛失時の対応について

でありますが、通知カードを紛失した場合は、た

だちに住所地市町村長に紛失届を提出していただ

。 、 、きます 一方 個人番号カードを紛失した場合は

24時間体制のコールセンターに連絡し、まず一時

停止の措置をとり、その後住所地市町村長に紛失

届を提出していただくこととなっております。双

方のカードとも警察に遺失届を提出するほか、個

人番号が漏えいして不正に用いられる可能性があ

る場合は、住所地市町村長に個人番号の変更手続

を申し出することも可能となっておりますので、

ご理解賜りたく存じます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） 今の答弁ですと、再交付は全

て手数料を取られるというふうに理解するのです

が、やはりそういうやり方というのは問題ではな

いかなと思うのです。やっぱり本人の責任でなく

てなくした場合はそれなりの措置というものをし

っかり設けてもらいたいなというふうに思うので

すが、そこら辺の議論はあったのかどうかという

のをお聞きしたいと思います。

それと、なくした場合はただちにそういうふう

に届けるというのでありますが、そこら辺の周知

徹底というのはどういうふうになされるのか。な

かなか文字を読むのが大変だとか、耳が聞こえな

いとか、そういう方々もみんな当然もうこういう

番号をつけられるわけですから、そういうものの

周知というのはどういうふうにされるのかという

のをお聞きしたいと。

そして、今の答弁ですと、紛失、盗難に遭った

場合は、その悪用といいますか、それを防ぐため

に別の番号をその人に与えるというふうなことを

今答弁されたのですが、私としては、一つの番号

を与えられると、もうずっと一生涯その番号かな

というふうに思っていたのですが、では逆に本人

がその番号を別な番号に変えたいというふうに希

望した場合は別な番号にすることは可能なのかど
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うかというのもちょっとお聞きしたいと思いま

す。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（柳谷孝志） 再交付手数料が発生する

ときの議論があったのかどうかという１点目でご

、 、ざいますけれども もちろん当然基本的にはこれ

マイナンバー制度は国のほうの法律で定められ

て、市のほうは法定受託事務ということでやって

おりますので、そちらのほうでは議論があったも

のと思われますが、先ほど全て再交付手数料が発

生するというふうなご発言でありましたけれど

も、基本的には先ほども申し述べましたとおり、

市町村や実際事務を委託しております地方公共団

体情報システム機構というところがありまして、

そちらのほうのミスによる場合とか、もしくは転

居すると住所の変更をしなくてはいけません。そ

れを追記欄に書いていかなくてはいけないのです

が、その欄がなくなったという場合は再交付手数

料は発生いたしません。

２番目のこの番号の周知ということでございま

すが、もちろん国のほうでもホームページとかい

ろんな各場面で周知しておりますし、むつ市もも

ちろん広報むつなりホームページなりで周知して

おります。

３番目の別の番号を希望で変えれるのかという

お尋ねであったと思いますけれども、基本的には

固有の番号を付すというのがこのマイナンバー制

、 、度ですので ただし先ほど申し述べましたとおり

この個人番号カード等が紛失して事件に巻き込ま

れるとかという場合がある場合に、不正に用いら

れる可能性がある場合は例外的にその番号を変え

る手続ができるということですので、希望により

番号を変えるということはできないものと考えて

おります。

以上です。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） 最後に私心配するのが、例え

ばそのカードが交付されたと。交付されて、その

人が家のどこかに置いていたとすると。日常的に

しょっちゅう使うものであれば、それはその存否

が、あるかないかというのはしょっちゅう確認す

るのですが、例えば使う機会がない、なくても生

きていける方はほとんどだと思うのですが、そう

すると、そのカードがどこに行ったかわからない

というふうな場合が多々あると思うのです。結局

盗まれたのかどうかわからないし、もしかしたら

どこかにあるのかもしれない。というふうな形の

存在になっていた場合、本人は何もカードがなく

ても生きていけるわけで、そうするとある人がそ

のカードを取っていたとする。でも、本人はその

カードが取られていたのを知らないというふうな

状況がもしあれば、結局本人がそのカードを悪用

されているというのをわからないで悪用されてい

るという場合も十分考えられるのですよね。本人

が、そのカードをしょっちゅう利用しているわけ

ではなくてほとんど使わないという状況であれ

ば、もうどうされているのか本人がわからないで

いながら、実は何か変なところに使われていたと

いうふうな場合があった場合、そういう場合はど

ういうふうに防ぐことができるのかというのがど

ういうふうになっているのかというのをちょっと

お聞きしたいなと。

〇議長（山本留義） 民生部長。

〇民生部長（柳谷孝志） 横垣議員のお尋ねにお答

えします。

このカードの、個人番号、マイナンバー制度の

趣旨に鑑みまして、持つことになった市民の皆様

は、やはり大切に保管していただくということに

尽きるのかなと考えております。

以上です。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。
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以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第56号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第56号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第５７号

〇議長（山本留義） 次は、日程第４ 議案第57号

むつ市営スキー場条例の一部を改正する条例を議

題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第57号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第57号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第５８号

〇議長（山本留義） 次は、日程第５ 議案第58号

新たに生じた土地の確認についてを議題といたし

ます。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第58号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第58号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第５９号

〇議長（山本留義） 次は、日程第６ 議案第59号

新たに生じた土地の字名についてを議題といたし

ます。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第59号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第59号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第６０号

〇議長（山本留義） 次は、日程第７ 議案第60号

新たに生じた土地の確認についてを議題といたし

ます。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第60号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第60号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第６１号

〇議長（山本留義） 次は、日程第８ 議案第61号

新たに生じた土地の字名についてを議題といたし

ます。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。
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（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第61号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第61号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第６２号

〇議長（山本留義） 次は、日程第９ 議案第62号

財産の減額譲渡についてを議題といたします。

本案は、工場建設を計画する企業に対して市有

地を減額譲渡するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、12番斉藤

孝昭議員。

〇12番（斉藤孝昭） 議案第62号 財産の減額譲渡

についてであります。

これは、市の誘致企業である株式会社永木精機

に対して市有地を減額譲渡するためのものであり

ます。提案理由の説明では、工事の施工に必要な

土地の整備に要する経費を減じて譲渡することと

していますが、平成25年に同じ永木精機さんに対

し減額譲渡したときと同じ理由とは思いますが、

念のため理由をお聞きいたします。

〇議長（山本留義） 経済部長。

〇経済部長（髙橋 聖） 斉藤議員のお尋ねにお答

えいたします。

当市は、昭和63年以降、誘致企業に対する優遇

措置の一つとして、市の土地をあっせんした場合

は議会のご理解を賜り、議決を経て減額譲渡を行

っております。今回の土地譲渡の前には、当該土

地に隣接する５区画、合計5,093平方メートルを

株式会社永木精機に対して先に譲渡したところで

ありますが、その際の理由につきましては、平成

５年の造成完了時から手つかずのまま20年が経過

したことにより現状は荒れた状態にあり、また土

地の一部が平地ではなく傾斜勾配となっており、

それが未造成地としてそのまま残っていることな

どから、改良工事等の土地の多くの手直しが必要

であり、工場建設のための工事に必要な土地の整

備に要する経費を参酌する必要があるものとして

ご説明申し上げ 平成25年10月のむつ市議会149回、

臨時会において議会のご理解を賜り減額譲渡にて

議会の御議決を賜ったところでございます。

今回提案いたしました土地につきましても、先

に譲渡いたしました５区画と同様の現状にあるこ

とから同様に参酌し、同じ減額率にて譲渡したく

存じますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

次に、２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） 前議員と同様の質疑の内容で

ありましたので、質疑は取り消させていただきま

す。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

次に、13番濵田栄子議員。

〇13番（濵田栄子） そうすると、減額譲渡する時

点では軟弱地盤ということの調査等はしないで減

額譲渡したということですか、現在。

〇議長（山本留義） 濵田栄子議員、今のこの議案

と違いますので、その辺。

〇13番（濵田栄子） 今の減額譲渡についてです。

そのまま、前の減額譲渡と同様の状態で契約する

ということですね。地下調査等をしないで。

〇議長（山本留義） 経済部長。

（ ） 、〇経済部長 髙橋 聖 当該土地につきましては

過去の資料等により支障を来すような軟弱地盤で

はないということを相互に確認しておりますの

で、議案第63号の案件とは異なるものと考えてお

ります。

以上でございます。
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〇議長（山本留義） これで濵田栄子議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第62号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第62号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第６３号

〇議長（山本留義） 次は、日程第10 議案第63号

和解及び損害賠償の額を定めることについてを議

題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、12番斉藤

孝昭議員。

〇12番（斉藤孝昭） 議案第63号は、和解及び損害

賠償の額を定めることについてでありますが、先

ほどの議案第62号と少し関連しますので、前段説

明をさせていただきます。

この事件の概要は、平成25年10月31日に、市の

誘致企業である株式会社永木精機に対し、市有地

である並木工業団地内の土地５区画を工場用地と

して、議会の議決を経て減額譲渡したということ

は先ほど説明を受けました。この建設に着手した

後の平成27年５月25日に、同社から建設予定地内

に軟弱地盤箇所が存在し、工場の建設及び機械設

備の設置に支障を来すため、新たに軟弱地盤の改

良工事を追加で実施する必要がある旨の報告を受

けたと。市が調査した結果、当該土地に知り得た

瑕疵があったため、追加で実施する軟弱地盤の改

良工事経費相当額を同社に対し支払うということ

の概要だと提案理由の説明にありました。

そこでお聞きしますが、今申し上げました事件

の概要にあった当該土地に知り得た瑕疵とはどう

いうことなのか。

次に、和解内容に記載されている損害賠償額

1,064万円は軟弱地盤の改良工事経費だと思いま

すが、この経費の算出は株式会社永木精機が行っ

たのか、それともむつ市が行ったのか、どちらな

のかをお知らせ願いたいと思います。

最後になりますが、土地売買取引にかかわる契

約書があると思いますけれども、その中に瑕疵担

保責任免除特約という条項が入っていることが通

例というふうに言われています。この規定が契約

書に記載されているのかどうかお知らせ願いたい

と思います。

〇議長（山本留義） 経済部長。

〇経済部長（髙橋 聖） 斉藤議員のお尋ねにお答

えいたします。

譲渡した土地の一部が軟弱地盤であるというこ

とにつきましては、平成22年３月に用地造成会計

が廃止され一般会計に引き継いだ際にも明らかに

なっていなかったところであり、今般株式会社永

木精機からの申し出があるまでは、そのような存

在、事実を担当課は認識しておりませんでした。

しかしながら、申し出がありました後に再度関係

資料等を調査した結果、昭和60年５月に並木団地

地質調査及び軟弱地盤解析業務を実施し、その報

告書において土地の一部に軟弱地盤が存在するこ

。 、とが判明したところでございます このことから

市役所内部において適切に事務引き継ぎが行われ

ていたのなら、市において軟弱地盤対策をしっか

りと講じたうえで工業用地として譲渡すべきもの

であり、当該事案は発生していなかったものであ

りますことから、追加で実施する軟弱地盤の改良

工事経費相当額を同社に対して支払うものであり

ます。

２点目のお尋ねは、この金額が株式会社永木精

機の設計なのか、むつ市の設計なのかということ
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についてでありますが、経費の算出は株式会社永

木精機が行っており、これを市において建設の技

術部門が内容確認を行っております。

３点目につきましては、瑕疵担保責任免除特約

の条項は、契約書の中に入ってございます。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 12番。

〇12番（斉藤孝昭） 軟弱地盤の改良工事経費、株

式会社永木精機が行って、それを市が確認をした

ということで間違いないということだと思いま

す。

そこで、先ほどの瑕疵担保責任免除特約という

話をしましたが、免除特約の条項が入っているの

にもかかわらずむつ市が損害賠償を支払うという

ことになるというのは、ちょっとどういうことか

というふうに思いましたので、そこのところをお

答え願いたいと思います。

〇議長（山本留義） 経済部長。

〇経済部長（髙橋 聖） 斉藤議員のお尋ねにお答

えいたします。

市が過去において軟弱地盤であることを把握し

ていた事実があり、当市の顧問弁護士に確認した

ところ、隠れた瑕疵とは認められないことから、

当該条項の規定があっても免責は認められないも

のと法的に判断されておりますことから、損害賠

償を支払う必要があることとなります。

以上です。

〇議長（山本留義） 12番。

〇12番（斉藤孝昭） 過去にこの土地を幾らで購入

して、造成工事に幾らかかって、多額の税金を投

入してきたというのは事実なのです。このたび

1,400万円で譲渡した土地に対して1,000万円の損

害賠償金を払わなければならないということにな

りますと、市民の皆さんから集めた血税を無駄遣

いするというふうなことにならないかと私は考え

ていますが、市当局にとりまして、今後どのよう

なことをしっかり対応して対策を立てるのか、市

長の所見をお伺いしたいと思います。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

まず、今回の件でありますけれども、これは誘

致企業に対する対応であるということをまず申し

上げたいのですが、今回地盤改良経費のほか工期

の延長に伴う完成時期のおくれということで、非

常にご迷惑をおかけしてしまっております。そう

いった部分について、改めて株式会社永木精機に

おわびを申し上げたいというのがまず第１点。

それから、今回誘致企業ということで我々やっ

てきているわけでありますけれども、一にも二に

も、当市といたしましては雇用が、これがずっと

課題になってきたわけであります。雇用を少しで

も増進させたいという思いから、今回この並木工

業団地の造成を行い、さらに企業に来ていただい

ているということでございます。

ただ一方で、ちょっと時系列がおかしくなって

しまったものですから、過大な負担を市民におか

けしているというような印象を与えたかもしれま

せんけれども、本来であればこの件は、軟弱地盤

対策をしたうえで企業誘致という形に臨むのが本

来望ましい形だったというふうに思っています。

今回は、昭和60年代の調査というものを見逃して

いたということが、その事務の引き継ぎの中でし

っかりいっていなかった部分があるということで

ございますので、今後このようなことがないよう

にしっかりと事務の引き継ぎ、あるいは土地を譲

渡する場合の対応ということを考えていきたいと

いうふうに思っておりますし、また今回の件に関

しましては少し支出、この財政厳しい中で非常に

大きくなってしまいましたけれども、スピード感

を持ってこの事案について解決をして、来ていた

だく株式会社永木精機のほうにもしっかりとした

対応を見せて、今後の企業誘致の方針というか、
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我々のあり方についても、ほかの来ていただこう

と考えている企業の皆様にも安心して来ていただ

けるような対応をしていきたいというふうに考え

ておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

次に、６番目時睦男議員。

〇６番（目時睦男） 議案第63号 和解及び損害賠

償の額を定めることについて質疑をさせていただ

きます。

本議案は、さきにありますように、大阪府に本

社がある誘致企業である株式会社永木精機に売却

した市有地に瑕疵があったということから損害賠

償を行う内容でありまして、この後私が所属して

おります産業建設常任委員会に付託予定となって

おるのでありますが、市長出席の本会議での質疑

を行いたく、本会議での発言通告を行いました。

議長の取り計らいに感謝を申し上げながら、３点

についてお伺いをいたします。

１点目は、本議案は赤川ノ内並木の市有地

5,093平米、1,533坪を誘致企業の株式会社永木精

機に平成25年10月31日に1,465万8,500円で売却し

た土地に対して、相手方から軟弱地盤が存在し、

地盤改良工事が必要との報告を受け、その結果市

側に知り得た瑕疵があったとのことから、売却額

の72.6％に当たる1,064万円の損害賠償額を支払

うとの内容であるわけであります。この損害賠償

額を算出した根拠をお示し願います。

２点目は、当該土地を売却する際の評価額決定

に当たって、土地鑑定士などに依頼したのかどう

か、評価額決定に至る経緯と積算内容をあわせ説

明を願います。

３点目は、現地周辺にかつて湿地があったとい

う調査結果が残っていたものの、部署間の事務引

き継ぎや、情報共有が不十分だったため地盤改良

したうえで売却するなどの措置がとられていなか

った、今後は再発防止に努めるとの新聞報道があ

りますが、地盤改良したうえで売却しなければな

らなかったと判断した理由と、今後の再発防止策

を説明願います。

以上、３点お尋ねいたします。

〇議長（山本留義） 経済部長。

〇経済部長（髙橋 聖） 目時議員のお尋ねにお答

えいたします。

第１点目、損害賠償の額である1,064万円は、

株式会社永木精機が追加で実施する軟弱地盤の改

良工事経費相当額であります。経費の算出は、株

式会社永木精機が行っており、これを市において

建築の技術部門が内容確認を行っております。

次に、当市が所有する土地の売買に当たりまし

ては、公平公正の観点から適正な価格を把握する

ため、業務委託契約により不動産鑑定を依頼して

いるところであり、本件不動産につきましても、

不動産鑑定士の鑑定評価により、国道279号に面

した赤川ノ内並木100番19 100番20及び100番21の、

３区画が１平方メートル当たり6,690円、国道か

ら奥となります73番33及び73番34の２区画が１平

方メートル当たり5,890円の評価額が算出されて

おります。

３点目でございます。当該土地は、市が並木工

業団地として企業誘致を図るために造成したもの

であり、市有地である工業団地を市が誘致企業に

対しあっせんすることは、企業側にとっては、市

があっせんした土地だという安心感とともに、あ

とは工場を建設するだけの状態に造成、整備済み

であるとの認識であると思われますし、工場建設

に支障を来すようなふぐあいがある状態のままで

土地を譲渡することは、企業誘致に対する市の姿

勢が問われるとともに、誘致企業との信頼を損な

うものであります。このような事態を招かないよ

うにするためにも、市が所有する土地をあっせん

する場合は、土地の現況状態調査を踏まえたうえ
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でよく把握し、そのうえでふぐあいにはしっかり

と対策を講じた後に市有地をあっせんすべきもの

と考えております。

また、引き継ぎがうまくできずに過去の事実関

係が確認できなかったことが原因でありますこと

から、今後の再発防止策につきましては、引き継

ぎ時における漏れなき資料の確実な受け渡し、事

務に当たっては、これまでの土地の経緯や過去の

再調査の実施などに努め、今回のような誘致に向

けた取り組みに大きな影響を与え、市の企業誘致

施策に対する姿勢が問われかねない事案が発生す

ることがないよう、着実な企業誘致に取り組んで

まいりたいと考えておりますので、ご理解を賜り

たいと存じます。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） 再質疑をいたします。

２点お尋ねいたしますが、１つは、瑕疵担保責

任について、この土地の売買契約書の第９条で、

乙というのは株式会社永木精機でありますが、乙

は本契約の締結後、売買物件に数量の不足、その

他隠れた瑕疵があることを発見しても売買代金の

減額もしくは損害賠償の請求またはこの契約を解

除することができないものとするとなっているわ

けであります。したがって、乙である株式会社永

木精機から軟弱地盤の存在と地盤改良工事を追加

で実施する必要がある旨の報告を受け、甲の市側

に湿地があったという調査結果が発覚し、このこ

とは本来評価額の積算に考慮すべきであり、第９

条の隠れた瑕疵ではないということになるが、そ

のような理解でいいのかどうか、確認をさせてい

ただきます。

また、隠れた瑕疵とはどのような場合を想定し

ているのか、お知らせを願います。

２点目は、阪神・淡路大震災の発生を契機にし

ながら、建造物に対する新たな耐震基準が定めら

れているわけであります。その基準を満たさなけ

れば建造物の許可がされないことから、土地の売

買に当たっては、売り手側、買い手側双方とも耐

震基準を満たしているのか否か、土地改良工事を

行わなければならないのか否かについて、土地価

格の算定に大きく左右されているのが実態だろう

という認識をするわけであります。この土地の売

買に当たっては、耐震調査を行ったのかどうかに

ついてお伺いをいたします。

〇議長（山本留義） 経済部長。

〇経済部長（髙橋 聖） 目時議員の再質疑にお答

えいたします。

先ほども申し上げ、繰り返しとなりますが、市

が過去において軟弱地盤であることを把握してい

た事実があり、当市の顧問弁護士に確認したとこ

ろ、隠れた瑕疵とは認められないことから、当該

条項の規定があっても免責は免れないものと法的

に判断されておりますことから、損害賠償を支払

う必要があるということとなります。

２点目のお尋ねでございますが、耐震調査をし

ているのかということでございますが、現状では

しておりません。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） ３回目でありますが、冒頭の

質疑でも言っておりますが、当初1,465万円、賠

償額が1,064万円、実質この1,500坪の土地の価格

が400万円です。普通の売買の状況からすれば、

仮に買い手が契約後に湿地であったとか、改良工

事を施さなければならないということがあって

も、一旦契約した部分については自主的に改良工

事を行うというのが、これまた一般的だろうと、

。 。私はそう思います とりわけ公の土地であります

先ほど斉藤議員もおっしゃっておりますが、市民

の血税を使っているわけでありますが、私は売買

をするに当たって慎重な、そして適正な納得のい

けるそういう価格の算定をすべきものだというこ
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とを強く忠告をし、要望しながら質疑を終わりま

す。

〇議長（山本留義） これで目時睦男議員の質疑を

終わります。

次に、２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） 今までのやりとりで、大体私

の疑問も解けたのでありますが、そこでその答弁

を聞いたうえで私の質疑をさせていただきたいと

思います。

昭和60年には、もう既に軟弱地盤というところ

があったというのを認識していたということであ

、 、りましたが 市のほうの考えをお聞きしたいのが

そのとき例えば軟弱地盤というふうに確認してい

たのが、そう余り大きな問題になるような、そう

いう状況ではなかった。ところが昭和60年ですか

ら、当時から今になるのにもう35年とか40年ぐら

い過ぎていて、そのときの経過とともにさらに軟

弱化が増したとかというのがあるのかどうかとい

うのもちょっとお聞きしたいと思います。それこ

そ当時その対策をしていれば、少ない金額で改良

できたけれども、もう今回は時の経過とともにさ

らに悪化したので、1,000万円ぐらいの工事費が

必要だというふうな場合があったのかどうかとい

うのも、ちょっとそこら辺お聞きしたいと思いま

す。

それと、この軟弱地盤というのは大体広さとし

てどのくらいなのか。それこそ１メートル、例え

、 、ば何坪 ３坪から４坪ぐらいの部分なのかどうか

そこのところも、ちょっと面積も教えていただけ

ればと思います。

〇議長（山本留義） 経済部長。

〇経済部長（髙橋 聖） 横垣議員のお尋ねにお答

えいたします。

開発当時における認識につきましては、既に

40年ほど経過しておりますことから確認すること

はできませんが、株式会社永木精機から建設用地

地内の一部に軟弱地盤箇所が存在する旨の申し出

があった後に関係資料を調査した際、昭和60年５

月に並木団地地質調査及び軟弱地盤解析業務を実

施したことが判明いたしております。同報告書に

おいて、土地の一部に軟弱地盤が存在する旨報告

されております。

２点目のお尋ねは、広さにつきましては今資料

がございませんけれども、水路状の部分というこ

とで、工場建設の一部がちょうどそこにかかって

いるということでございます。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ２番。

（ ） 、〇２番 横垣成年 ちょっと答弁漏れなのですが

そういう土地というのは時の経過とともに悪化す

るものかどうか、そこのところもちょっと。市も

やっぱりそこら辺きちんと検証するべきだと思う

のです。当時早目に対処していれば、少ない金額

で済んだのかどうか。この開発に当たって、やは

りそこのところ、当然ほかのまだ売られていない

土地もあると思うのですが、当然そこも、結局時

の経過とともにどんどん悪化していっているかも

しれないですね。そこら辺の総合的な検証という

のも必要かなというふうに思いますので、そこの

ところをどのように対応したのか。対応していな

ければしようがないです、答弁できませんから。

でも、今後はやっぱりそこら辺の対応の仕方も必

要かなというふうに思います。

それと、広さは水路の部分といいますか、それ

こそどのぐらいなのですか。本当に一部、何坪単

位くらいの広さなのでしょうか。そこのところを

再度お聞きします。その何坪かのところを改修す

るのに1,000万円もというと、やはり市民感覚か

らいうと高いかなというふうに感じますので、そ

この面積のほうも教えていただければと思いま

す。

〇議長（山本留義） 経済部長。
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〇経済部長（髙橋 聖） 再質疑にお答えいたしま

す。

先ほど答弁漏れということで、土地の形成状況

につきましては、大昔から湾内の沿岸流によりま

して堆積された部分というふうな形でございまし

て、その中で形成された土地というふうな表現に

なってございます。ただし、その後気象状況とか

風化、そこら辺でどのようなものになっていった

かというのはちょっと把握しておりませんので、

その辺でご容赦願いたいと思います。

先ほど土地の水路の幅と申し上げましたが、建

設に当たって必要となる影響範囲というのは、

400平方メートルということになります。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

次に、13番濵田栄子議員。

（ ） 、 。〇13番 濵田栄子 １つは 関連質疑いたします

まず、これまで市の譲渡した土地で損害賠償が

発生した事例はあるのか。それから、これは評価

額3,258万円の金額を減額譲渡して1,465万

8,500円で譲渡する5,093平方メートルの土地であ

りますけれども、これは前市長の時代の契約です

ので副市長に、約1,800万円の減額譲渡しており

ますので、この時点でこういう事態が発生すると

いうことを想定はしていたのかどうかということ

で２点お伺いします。

〇議長（山本留義） 副市長。

〇副市長（新谷加水） 以前に５区画を譲渡する際

に、こういう事態というのは想定していたのかと

いうことでございますけれども、当然知り得てい

ないというふうなことで、想定はしていなかった

ということでございます。

〇議長（山本留義） 経済部長。

〇経済部長（髙橋 聖） 濵田議員のお尋ねにお答

えいたします。

企業誘致に対して議会の議決を経て減額譲渡い

たしました事例は、これまで３件ございますが、

いずれも今回のような事例は発生しておりませ

ん。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 13番。

〇13番（濵田栄子） 先ほど目時議員も触れられて

いましたけれども、阪神・淡路大震災、東日本大

震災以降耐震基準が厳しくなっておりますので、

これから売買契約には十分気をつけて行っていた

だきたいなと思います。

以上で終わります。

〇議長（山本留義） これで濵田栄子議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第63号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第63号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第６４号

〇議長（山本留義） 次は、日程第11 議案第64号

人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を

求めることについてを議題といたします。

本案は、本年12月31日をもって任期満了となる

人権擁護委員に磯山隆幸氏を推薦することについ

て、議会の意見を求めるためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第64号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており
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ます議案第64号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第64号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は適任と認め、原案のとおり可決すること

にご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第64号は原案のとおり可決されました。

ここで午前11時５分まで暫時休憩いたします。

午前１０時５２分 休憩

午前１１時０５分 再開

〇議長（山本留義） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◇議案第６５号

〇議長（山本留義） 次は、日程第12 議案第65号

平成27年度むつ市一般会計補正予算を議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。12番斉藤孝昭議員。

〇12番（斉藤孝昭） 議案第65号 平成27年度むつ

市一般会計補正予算の離島航路運航維持事業費補

助金について何点かお聞きいたします。

平成26年度のこの補助金の額は、約4,200万円

であったのに対しまして、今年度は当初予算で約

2,000万円、今回の補正予算額約4,000万円を合わ

せると、合計で約6,000万円の補助となります。

また、この事業に関係する県からの補助金は、平

成26年度のときですけれども、約2,000万円で本

年は約1,900万円。そこでお聞きしますが、県か

らむつ市への歳入として補助金が約100万円減額

しているのに対し、むつ市から事業主体であるシ

ィライン株式会社への補助金が1,800万円と大幅

に増額している理由をまずお知らせ願いたいと思

。 、います 事業主体であるシィライン株式会社でも

利用者をふやすための経営努力をしているとお聞

きしておりますが、利用者数はどれくらいになっ

ているのかお知らせ願いたいと思います。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（花山俊春） 斉藤議員のお尋ねに

お答えいたします。

、 、離島航路補助につきましては 欠損額に対して

まず国からの補助があり、国の支援で賄い切れな

い部分についてむつ市が７割、佐井村が３割を補

助し、国、市、村で全額を補填する仕組みとなっ

ておりまして、今回は船舶定期検査に伴う修繕費

が多額となったことから、昨年に比べ市の負担も

増額となったものであります。

現在県では、市と村が支出した補助金額の２分

の１、または船体維持経費の２分の１のどちらか

低い額を市、村に補助しておりまして、この比較

において、低い額であります船体維持経費の２分

の１の額が市、村へ補助されておりました。した

がいまして、欠損額の多寡にかかわらず県の支援

はほぼ一定なのに対しまして、欠損額がふえれば

市、村の支出もふえることになります。

また、利用者数につきましては、過去３年間で

すけれども 平成24年度が１万2,630人 平成25年、 、

度が１万2,191人、平成26年度が１万3,094人とな

っております。

〇議長（山本留義） 12番。

〇12番（斉藤孝昭） 補助金の増額の理由について

はわかりました。利用者数については、約１万

2,000人前後ということで増減なく推移している

ということでありますが、利用者数については観
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光のほかに地元の利用者という方もたくさんいら

っしゃると思いますが、地元の利用者の方がどれ

ぐらいいるのか、わかっていましたらお知らせ願

いたいと思います。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（花山俊春） お答えいたします。

過去３年間の地元の利用者数についてでありま

すけれども、平成24年度は2,724人で、このうち

脇野沢から利用されている方が2,186人、佐井村

からが538人です。平成25年度は2,512人で、この

うち脇野沢が1,820人、佐井村が692人、平成26年

度は3,160人で、このうち脇野沢が2,542人、佐井

村が618人となっておりまして、利用者全体に対

する地元利用の割合は約２割で、地元利用に限れ

ば、平均すると１便当たり大体２人から３人の方

が利用している状況となっております。

〇議長（山本留義） 12番。

〇12番（斉藤孝昭） 今総務政策部長から答弁あっ

たとおり、地元の方々の生活航路として非常に重

要な航路、そして維持し続けることが必要だとい

うふうなことは理解いたします。ただ、現在の利

用者状況からすると、収支が大幅に改善するよう

なことはなかなか難しいだろうというふうなこと

を考えまして、今後県からの補助、どれぐらい来

るのか、見通しわかっていたらお知らせ願いたい

と思います。

また、今後市の、今回の議会冒頭でも市長の説

明がありましたが、市の財政中期見通しによる改

善対象事業ということをこれからいろいろやって

いくというふうなことがあれば、この事業に対し

ても将来どうなるかというふうなことが問われる

というふうになると思います。この利用者に対す

る補助金のあり方を考えた場合、歳出面での財源

対策としての見通し、どういうふうにしていくの

かお聞きしたいと思います。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 斉藤議員のお尋ねにお答え

いたします。

今後の県の支援の見通しと航路補助のあり方と

いうことの２点でございますけれども、まず県の

補助の見通しについてでありますが、国を含めて

県の支援は相当今後厳しくなっていくものという

ふうに考えております。県のほうでは、平成24年

度から平成26年度までの３年間で、むつ市、佐井

村へ現行スキームで補助金を交付しておりました

が、今年度からは補助スキームを見直すというこ

ととしておりました。こういったことから、実は

私自身が県へ出向いて県への支援を働きかけて、

今年度は、少なくとも今年度は現行のスキームで

支援していただくということで、県の補正予算に

も計上していただく予定となっております。

しかしながら、来年度以降は不透明な状況であ

り、国や県の補助が減少すれば、市や村への大き

な負担が及ぶことになります。市では、今年度か

らはさまざまな補助金、負担金を初め経費の削減

に努めております。

また、今回お示しした財政中期見通しにおきま

しても将来は非常に厳しい状況になることが想定

されますことから、この航路補助についても財源

対策の重要事項として、財政健全化に向けた検討

を始めなければならない時期になっており、離島

航路として位置づけられている佐井村とも連携を

して協議を進め、次回定期検査が行われ、通常よ

り経費増が見込まれる平成29年度までには補助金

のあり方をゼロベースで精査していく必要がある

ものと考えております。

さらに、現在東北運輸局、これ国土交通省です

けれども、それから県、青森市、佐井村などで組

織しております青森県離島航路維持改善協議会に

おいて、この航路の今後の活用方法についての話

し合いが持たれているところでありますが、市と

いたしましては、次回開催時に、今後の方針や計
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画について時期を定めて会社のほうから提出して

いただく旨の提案をする予定でありまして、それ

を踏まえて対応を考えていくこととし、我々から

も経営改善への働きかけを強めてまいりたいと考

えております。

〇議長（山本留義） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第65号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第65号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第65号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第65号は原案のとおり可決されました。

◇議案第６６号

〇議長（山本留義） 次は、日程第13 議案第66号

平成27年度むつ市介護保険特別会計補正予算を議

題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第66号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第66号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

民生福祉常任委員会に付託いたします。

◇議案第６７号～議案第７５号

〇議長（山本留義） 次は、日程第14 議案第67号

平成26年度むつ市一般会計歳入歳出決算から日程

第22 議案第75号 平成26年度むつ市水道事業会

計決算までの９件を一括議題といたします。

質疑に入る前に、平成26年度むつ市各会計決算

に対する監査委員の意見を求めます。代表監査委

員。

（阿部 昇代表監査委員登壇）

（ ） 。〇代表監査委員 阿部 昇 おはようございます

それでは、平成26年度むつ市一般会計、特別会計

歳入歳出決算について、審査の結果を報告いたし

ます。

今回審査に付されましたむつ市一般会計及び各

特別会計に係る歳入歳出決算書、附属書類の計数

は、いずれも関係証拠書類と符合しており、正確

でありました。

また、予算の執行は法令に準拠して、適正かつ

効率的に行われており、財産の管理についても適

正であると認めました。

平成26年度のむつ市一般会計歳入歳出決算は、

実質収支額では２億3,920万8,561円の黒字を生じ

ましたが、実質単年度収支額は１億3,737万

1,673円の赤字決算となっております。

事業の概況としましては、安全で安心な生活環

境の整備と住みよいまちづくりや、産業の振興及

、 、び基盤の整備 さらには教育や文化等の振興など

各般の取り組みに力が注がれた一方で、財政規律

が特に意識され、節減対策が新たに講じられるな

ど、抑制基調強化の予兆を実感させるものともな
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りました。

今後においては、財政運営に影響を及ぼす課題

が多いことから、引き続き自主財源の確保や経費

の節減はもちろん、とりわけ効率的かつ効果的な

行財政運営に努めることが求められるところであ

り、種々の取り組みを重ね合わせ、不断の努力を

もって持続可能な財政運営や弾力的財政基盤の確

立の課題に立ち向かいながら、地方創生への取り

組みと相まって、希望のまち実現に邁進されるこ

とを望むものであります。

特別会計については、６特別会計のうち国民健

康保険特別会計においては赤字を生じた決算とな

っております。平成26年度は、中長期的展望に立

って策定された国民健康保険財政健全化指針に基

づき保険税の税率改定等健全化に向けた具体的な

取り組みが実施され、相応に推移しているところ

でありますが、今後においても国保運営主体の県

への移管等を見据えながら、国における制度改正

や施策動向を踏まえ、財政健全化に引き続き努め

るよう望むものであります。

次に、平成26年度むつ市水道事業会計決算につ

いて、審査の結果を報告いたします。水道事業会

計については、地方公営企業会計制度の見直しに

より、新会計基準が平成26年度予算及び決算から

適用となっております。

今回審査に付されましたむつ市水道事業会計決

算報告書を初め財務諸表及びその他の附属書類

は、いずれも関係する証拠書類と符合しており、

正確でありました。

予算の執行は、地方公営企業法ほか関係法令に

準拠して、適正かつ効率的に執行されており、ま

た経営成績及び財政状態は適正に表示されている

ものと認めました。

平成26年度のむつ市水道事業会計決算は、収益

的収支について見ると、9,153万2,662円の純利益

を生じた決算となっております。事業の概況とし

ましては、主として上水道整備事業及び簡易水道

統合整備事業を継続しており、安定給水の確保に

努めております。

昨今は、災害や自然環境、社会経済情勢等の変

化により水道事業を取り巻く環境が厳しさを増し

てきておりますが、今後においてもむつ市水道ビ

、 、ジョンの基本理念のもと 経費合理性を高めつつ

健全経営の維持と公共の福祉の増進に引き続き努

めるよう望むものであります。

審査の詳細については、お手元に配布の平成

26年度むつ市一般会計・特別会計歳入歳出決算審

査意見書、平成26年度むつ市水道事業会計決算審

査意見書のとおりでありますので、ご審議の参考

にしていただきたく存じます。

以上、決算審査の報告といたします。

〇議長（山本留義） これで代表監査委員の意見を

終わります。

これより質疑に入りますが、先ほど一括議題と

いたしました９議案については、それぞれ区分し

て質疑を行いますので、ご了承願います。

まず、議案第67号 平成26年度むつ市一般会計

歳入歳出決算について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第67号の質疑を終わります。

次は、議案第68号 平成26年度むつ市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算について質疑に入りま

す。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。
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以上で議案第68号の質疑を終わります。

次は、議案第69号 平成26年度むつ市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算について質疑に入り

ます。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第69号の質疑を終わります。

次は、議案第70号 平成26年度むつ市下水道事

業特別会計歳入歳出決算について質疑に入りま

す。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第70号の質疑を終わります。

次は、議案第71号 平成26年度むつ市公共用地

取得事業特別会計歳入歳出決算について質疑に入

ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第71号の質疑を終わります。

次は、議案第72号 平成26年度むつ市介護保険

特別会計歳入歳出決算について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第72号の質疑を終わります。

次は、議案第73号 平成26年度むつ市魚市場事

業特別会計歳入歳出決算について質疑に入りま

す。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第73号の質疑を終わります。

次は、議案第74号 平成26年度むつ市水道事業

会計利益剰余金の処分について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第74号の質疑を終わります。

次は、議案第75号 平成26年度むつ市水道事業

会計決算について質疑に入ります。

質疑の通告がありません。これで通告による質

疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第75号の質疑を終わります。

これで平成26年度むつ市各会計決算等に対する

質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第67号から議案第75号までの平成26年度

むつ市各会計決算等については、議長及び議会選

出の監査委員を除く議員23名で構成する決算審査

特別委員会を設置し、これに付託のうえ審査する

ことにしたいと思います。これにご異議ありませ

んか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ
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て、議案第67号から議案第75号までの平成26年度

むつ市各会計決算等については、議長及び議会選

出の監査委員を除く議員23名で構成する決算審査

特別委員会を設置し、これに付託のうえ審査する

ことに決定いたしました。

お諮りいたします。ただいま設置されました決

算審査特別委員会委員の選任については、委員会

条例第８条第１項の規定により、お手元に配布し

てあります決算審査特別委員会委員名簿のとおり

指名したいと思います。これにご異議ありません

か。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、お手元に配布してあります決算審査特別委員

会委員名簿のとおり選任することに決定いたしま

した。

ここで決算審査特別委員会正副委員長互選のた

め暫時休憩いたします。

午前１１時２８分 休憩

午前１１時３８分 再開

〇議長（山本留義） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

ただいま開かれました決算審査特別委員会にお

いて、委員長に佐々木隆徳議員、副委員長に菊池

光弘議員が選任されましたので、ご報告いたしま

す。

◇議案第７６号

〇議長（山本留義） 次は、日程第23 議案第76号

工事請負契約についてを議題といたします。

本案は、大畑町魚市場建設第１期工事に係る工

事請負契約を締結するためのものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第76号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第76号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

産業建設常任委員会に付託いたします。

◇議案第７７号

〇議長（山本留義） 次は、日程第24 議案第77号

定住自立圏形成協定の締結についてを議題といた

します。

本案は、大間町との間において、定住自立圏の

形成に関し必要な事項を定めるため、定住自立圏

形成協定を締結するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。２番横垣成年議員。

〇２番（横垣成年） ３点ほどお聞きいたします。

この協定の内容は、ほかの地域、弘前市とか八

戸市、向こうのほうでもいろんなこういう協定を

結んでいるのでありますが、ほかの地域での協定

と大体同じ内容であるのかどうかをお聞きいたし

ます。それとも、むつ市独自のカラーを出して、

そういうものになっているのかどうかをお聞きい

たします。

２点目ですが、今回のこの協定というのには、

見たところ、消防、医療、し尿、廃棄物、そうい

うものなど既に一部事務組合とか広域事務組合な

どで実施している事業が入っているのですが、こ

の定住自立圏と事務組合というのは、私は別なの

ではないかなというふうに思っていたのですが、

既存の事務組合などで実施している医療とか消防

だとか廃棄物、こういう事業は、結局それらの事

業を所管がえして、これからは定住自立圏という

事業としてやっていくのかどうかというのをお聞

きしたいと思います。もしそうでなくて、これま

でどおりだというふうなものであるならば、それ
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こそ一部事務組合、広域事務組合、こういうもの

で実施している事業は、この協定から外したほう

がいいのではないかと思うのですが、そこのとこ

ろをお聞きしたいと思います。

３点目ですが、協定に掲げている事業で定住自

立圏として新たに取り組む事業というのは何なの

かというのは、ちょっと私見た限り見えなかった

ものですから、結局ただ全部網羅して書いている

かなというふうに感じましたものですから、新た

に取り組む事業というのは何なのかというのをち

ょっとお聞きしたい。

以上、よろしくお願いします。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（花山俊春） 横垣議員のお尋ねに

お答えいたします。大きく３点にわたるお尋ねで

す。

まず、協定の内容は他の地域での協定と大体同

じ内容か、またむつ市独自の内容があるのかとい

うご質問についてでありますが、定住自立圏形成

協定に規定する事項につきましては、総務省が制

定した定住自立圏構想推進要綱において規定され

ているところでありまして、ご審議いただいてお

ります協定につきましても、これに基づいたもの

となっており、他の定住自立圏と同じような内容

となっております。

また、連携項目につきましても、同要綱に規定

しております生活機能の強化に係る政策分野、結

びつきやネットワークの強化に係る政策分野、圏

域マネジメント能力の強化に係る政策分野の３つ

の視点から定められるものでありますことから、

その内容が大きく異なるといったことはないので

ありますが、医療、福祉、教育といった政策分野

の中での具体的事項におきましては、地域の実情

に応じた取り組みが規定されておりますことか

ら、それぞれの実情による事務事業となっており

ます。

次に、２点目、一部事務組合で既に実施してい

る事務事業との関係ということでございますけれ

ども、定住自立圏形成協定に基づく事務の執行に

ついては、機関等の共同設置とか事務の委託のほ

か、一部事務組合、広域連合などの手法が活用で

きるとされております。したがいまして、定住自

立圏が形成された後も所管がえ等をする必要はな

く、これまでどおり一部事務組合の事務として実

施することは何ら差し支えのないものでありま

す。

また、定住自立圏の形成によって国の財政的支

援もございますことから、これを活用することに

より、新たな事業に対する取り組みとか、必要に

応じて１対１での柔軟な対応も可能となるもので

あります。例えば医療の分野においては、一部事

務組合としての医療センターの運営とは別に医師

確保や診療の充実などといった大学との連携によ

る新たな取り組みも可能であり、より充実した医

療の提供も期待されるところであります。このよ

うに、それぞれの取り組みを一部事務組合、そし

て定住自立圏の両者で重層的に実施していくこと

で魅力ある圏域をつくり、定住促進を図るもので

ありますので、定住自立圏と一部事務組合を切り

離して考える必要はなく、既に広域的な取り組み

を行っている一部事務組合の事業は必要不可欠な

ものと考えておりますので、ご理解賜りたいと存

じます。

次に、３点目ですけれども、定住自立圏として

新たに取り組む事業は何かということでございま

す。新たに取り組みます主な事業を上げますと、

例えば在宅当番医制度があります。初期医療体制

の充実について、休日、夜間の救急患者の治療に

当たることを目的として、むつ下北医師会に委託

しておりますけれども、圏域町村の住民の皆様が

受診する場合も想定されますことから、広域的に

取り組むべき事業としたものであります。
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また、市町村職員の資質向上のための研修事業

の企画、実施もありますけれども、市町村職員の

育成について、地域を牽引する人材を確保し、育

成するという観点から、圏域内における取り組み

とすることとしたものであります。

以上であります。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） 今の答弁を聞くと、医療の関

係、職員のレベルアップ、そういうところがこれ

から新たに取り組む事業として想定されるような

答弁として私はお聞きしたのですが、何となく全

部網羅、ただ書いて、これからどういうことをや

っていくかというのをこれから何か考えるという

ふうな感じがすごくするのでありますが、そこの

ところはもっと議論して、この定住自立圏をもっ

と有効に活用するにはどういう事業がいいのかと

いうのを、そもそも各町村と議論しているのかど

うかというのを確認させていただきたいと思いま

す。

市長のほうからも、議員に対する説明はそれな

、 、りに受けたのですが 何となくその説明の中でも

ただ交付金をもらうためにこういうのを実施する

ような、そういうのがちょっと強調されたような

気がするのですが、その交付金以前にこの定住自

立圏というのはどういうメリットがあるのか、こ

れでどういう地域づくりをしていくのかというの

がやっぱりちょっと見えない感じがあります。そ

このところ、もう少し市長のお考えをしっかりお

聞きしていきたいなと。ただ交付金云々だけでは

なくて、この定住自立圏でどういうことをしっか

り新しくやっていきたいと考えているのか、そこ

のところを再度お聞きしたいなというふうに思い

ます。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

定住自立圏の取り組みでありますけれども、中

身といいますか、これから共生ビジョンというも

のをこの圏域の市町村、協力してつくるという中

身になってございます。基本的には、中身はその

中で議論をするということでありまして、現時点

で各町村とこの医療、あるいはインフラの整備、

あるいは今申し上げた職員の資質の向上ですと

か、そういったことについて話し合いが持たれて

いるという状況でございますので、今後その共生

ビジョンをつくる過程の中でこの中身が明らかに

なるということで理解をしていただきたいと思い

ます。

〇議長（山本留義） ２番。

〇２番（横垣成年） ということは、やっぱり今後

の議論がまたれるというふうな形で、とりあえず

項目は全部網羅した形で今回協定を結ぼうという

ことでありますが、そういう意味では今後の議論

の進め方、これがまた鍵を握るかなというふうに

思いますので、そこのところの協議の仕方という

のはどういう形でやっていくのか、その各町村と

の連携の仕方、定期的に意見交換、部課長クラス

を一月に１回とかそういう形で集めて、そして協

議していくという形がこれからなされるのかどう

、 。か そこら辺もちょっとお聞きしたいと思います

〇議長（山本留義） 総合戦略課長。

〇総務政策部総合戦略課長ジオパーク推進室長（角

本 力） 今後の進め方ということでありますけ

れども、この定住自立圏に関しましては、この後

この協定が締結された後には、共生ビジョン懇談

会といいます外部の方、市民の方、または町村の

代表の方を集めまして、具体的な項目、これにつ

いて議論を深めていくことになります。

以上です。

〇議長（山本留義） これで横垣成年議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。
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（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第77号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第77号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第７８号

〇議長（山本留義） 次は、日程第25 議案第78号

定住自立圏形成協定の締結についてを議題といた

します。

本案は、東通村との間において、定住自立圏の

形成に関し必要な事項を定めるため、定住自立圏

形成協定を締結するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第78号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第78号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第７９号

〇議長（山本留義） 次は、日程第26 議案第79号

定住自立圏形成協定の締結についてを議題といた

します。

本案は、風間浦村との間において、定住自立圏

の形成に関し必要な事項を定めるため、定住自立

圏形成協定を締結するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第79号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第79号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇議案第８０号

〇議長（山本留義） 次は、日程第27 議案第80号

定住自立圏形成協定の締結についてを議題といた

します。

本案は、佐井村との間において、定住自立圏の

形成に関し必要な事項を定めるため、定住自立圏

形成協定を締結するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で議案第80号の質疑を終わります。

ただいま議題となっております議案第80号は、

お手元に配布しております議案付託表のとおり、

総務教育常任委員会に付託いたします。

◇報告第２６号

〇議長（山本留義） 次は、日程第28 報告第26号

平成26年度むつ市一般会計継続費精算報告書を議

題といたします。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第26号の質疑を終わります。

報告第26号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第２９号
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〇議長（山本留義） 次は、日程第29 報告第29号

専決処分した事項の報告についてを議題といたし

ます。

本案は、和解及び損害賠償の額を定めることに

ついて報告するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。12番斉藤孝昭議員。

〇12番（斉藤孝昭） 報告第29号 専決処分した事

項の報告について質疑させていただきます。

これは、自動車事故による賠償ということで、

次の報告第30号、報告第31号にもかかわることで

ありますが、何でこういう質疑の通告をしたかと

いうと、今までは自動車の物損事故ということが

報告でよく行われますが、このたびは人身事故と

いうことでありますので、少し重要視していまし

たので、今後のこともありますから、質疑をさせ

ていただきます。

まずは、職員に対する安全対策、安全指導また

は安全教育、どのように行われているのかお聞き

したいと思います。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（花山俊春） 斉藤議員のお尋ねに

お答えいたします。

公用自動車の運転につきましては、職員に公用

自動車の運転を命ずる場合の取り扱い基準を設定

しており、所属長が公務遂行上必要があると認め

る場合に、この基準に基づき職員に運転を命ずる

こととなっております。

運転に際しましては、これまでも機会あるごと

に全職員に対して交通安全に対する意識向上に関

して注意喚起を促し、また若手職員にはむつ地区

安全運転管理者協会が主催する若手ドライバー交

通安全研修を受講させ、新採用者研修においても

交通安全意識の啓発を行ってきておりますが、残

念ながら毎年物損を含め数件の公用自動車による

交通事故が発生している状況にあります。

本報告の案件につきましては人身事故であり、

幸いにも大事には至らなかったとはいえ、被害者

の方にはご迷惑をおかけし、また市に対する信頼

が損なわれることにもなりかねません。今後にお

いても、管理職職員による所属職員への指導監督

など、常に交通安全を意識し、安全運転に万全を

期すよう注意を促すとともに、職員への安全講習

等の充実を図り、再発防止に努めていきたいと考

えております。

〇議長（山本留義） 12番。

〇12番（斉藤孝昭） 調べたところ、市の安全運転

管理者は管財課長になっていました。しかし、安

全に関する事務を預かるところは総務課長という

ことになっておりまして、この整合性がとれてい

ないことも、やはり職員の皆さんにもしかすれば

浸透しない、またはその浸透させるための方法が

少し緩んでいるのかもしれないというふうな疑問

に達しました。そこのところの整合性、管財課長

が安全運転管理者であるということと、あとその

事務を預かる部署が総務課だということの整合を

どういうふうにとっていくのか、ちょっとお知ら

せ願いたいと思います。

〇議長（山本留義） 総務政策部長。

〇総務政策部長（花山俊春） お答えいたします。

道路交通法の規定による安全運転管理について

は、議員おっしゃられるとおり管財課が所管して

おり、また職員の服務という観点から総務課の所

管であるということで、職員の交通安全対策には

２課が関与しておるわけでございますが、事故防

止に向け、両課がそれぞれの立場からタイアップ

して臨んでおり、今後このようなことが起こらな

いように、より連携を密にしていきたいと考えて

おりますので、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。
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ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第29号の質疑を終わります。

報告第29号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第３０号

〇議長（山本留義） 次は、日程第30 報告第30号

専決処分した事項の報告についてを議題といたし

ます。

本案は、和解及び損害賠償の額を定めることに

ついて報告するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第30号の質疑を終わります。

報告第30号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第３１号

〇議長（山本留義） 次は、日程第31 報告第31号

専決処分した事項の報告についてを議題といたし

ます。

本案は、和解及び損害賠償の額を定めることに

ついて報告するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第31号の質疑を終わります。

報告第31号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第３２号

〇議長（山本留義） 次は、日程第32 報告第32号

専決処分した事項の報告についてを議題といたし

ます。

本案は、和解及び損害賠償の額を定めることに

ついて報告するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第32号の質疑を終わります。

報告第32号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第３３号

〇議長（山本留義） 次は、日程第33 報告第33号

専決処分した事項の報告についてを議題といたし

ます。

本案は、和解及び損害賠償の額を定めることに

ついて報告するものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第33号の質疑を終わります。

報告第33号については、文書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

◇報告第３４号

〇議長（山本留義） 次は、日程第34 報告第34号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成27年度むつ市一般会計補正予算に
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ついて報告及び承認を求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

せん。これで通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第34号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます報告第34号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第34号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本報告は承認することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第34号は承認することに決定いたしまし

た。

◇報告第３５号

〇議長（山本留義） 次は、日程第35 報告第35号

専決処分した事項の報告及び承認を求めることに

ついてを議題といたします。

本案は、平成27年度むつ市一般会計補正予算に

ついて報告及び承認を求めるものであります。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので発言を許可します。６番目時睦男議員。

〇６番（目時睦男） この補正予算は、今月の末開

催されますあおもり10市大祭典ｉｎむつに対して

984万8,000円を補正するものでありますが、その

内容の内訳と、専決処分をせざるを得なかった理

由についてお伺いをいたします。

〇議長（山本留義） 経済部長。

〇経済部長（髙橋 聖） 目時議員のお尋ねにお答

えいたします。

まず、報償費でございますが、田名部まつり五

町の山車や、おしまこ流し踊りに参加していただ

くための謝金、しもきた克雪ドームの内外に展示

をお願いしております大湊まつり、大湊ネブタに

対する謝金として377万円を計上しております。

次に、需用費でございますが、市独自の準備に

要する消耗品費として20万円を計上しておりま

す。

次に、委託料でございますが、シャトルバス運

行に伴う貸し切りバスに係る経費や駐車場警備に

係る経費、しもきた克雪ドーム内に設置する田名

部まつり五町の用具保管場所設営経費等として

587万8,000円を計上しております。

なお、この経費につきましては、全額を青森県

市町村振興協会から当市へ交付されることとなっ

ておりますサマージャンボ宝くじ収益金市町村交

付金の活用を予定しております。

なお、専決処分しなければならなかった理由と

いうことでございますが、委託料の事務手続に急

を要したことから専決処分したものでございます

ので、ご理解いただきたいと存じます。

〇議長（山本留義） これで目時睦男議員の質疑を

終わります。

以上で通告による質疑を終わります。

ほかに質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 質疑なしと認めます。

以上で報告第35号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます報告第35号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「
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〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第35号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本報告は承認することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、報告第35号は承認することに決定いたしまし

た。

◎散会の宣告

〇議長（山本留義） 以上で、本日の日程は全部終

わりました。

お諮りいたします。明９月11日は常任委員会及

び決算審査特別委員会のため、９月14日及び15日

は決算審査特別委員会のため、９月16日及び17日

は議事整理のため休会したいと思います。これに

ご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、明９月11日は常任委員会及び決算審査特別委

員会のため、９月14日及び15日は決算審査特別委

員会のため、９月16日及び17日は議事整理のため

休会することに決定いたしました。

、 、なお ９月12日及び13日は休日のため休会とし

９月18日は付託議案審議、議員提出議案上程、提

案理由説明及び審議を行います。

本日はこれで散会いたします。

午後 零時０７分 散会


	議事日程第5号

	出席議員

	説明のため出席した者

	開議の宣告

	諸般の報告

	議案質疑、委員会付託、一部採決

	議案第54号

	議案第55号

	議案第56号

	質疑：横垣成年議員


	議案第57号

	議案第58号

	議案第59号

	議案第60号

	議案第61号

	議案第62号

	質疑：斉藤孝昭議員

	質疑：濵田栄子議員


	議案第63号

	質疑：斉藤孝昭議員

	質疑：目時睦男議員

	質疑：横垣成年議員

	質疑：濵田栄子議員


	議案第64号

	議案第65号

	質疑：斉藤孝昭議員


	議案第66号

	議案第67号～議案第75号

	代表監査委員の意見

	議案第67号

	議案第68号

	議案第69号

	議案第70号

	議案第71号

	議案第72号

	議案第73号

	議案第74号

	議案第75号


	決算審査特別委員会設置

	議案第76号

	議案第77号

	質疑：横垣成年議員


	議案第78号

	議案第79号

	議案第80号

	報告第26号

	報告第29号

	質疑：斉藤孝昭議員


	報告第30号

	報告第31号

	報告第32号

	報告第33号

	報告第34号

	報告第35号

	質疑：目時睦男議員



	散会の宣告


